
降雪予測による遅れ時間を考慮した所要時間の情報提供
(令和6年度:社会実験)

降雪による遅れ時間を考慮した所要時間情報をご提供いたします。

安全・円滑な運行・ドライブにご活用ください。

○実験期間 ： 令和6年12月1日(日)～令和7年2月28日(金)

○実験区間 ： 東北自動車道 全線(川口JCT～青森IC)

○対象 ： トラック事業者様

社会実験概要

注)過去の所要時間データ,時間降雪量データ,24時間先までの予測降雪量に基づき遅れ時間を予測

所要時間データはトラックより得られた過去のデータをもとに算出
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ご利用方法

出発前 2 以下のサイトにアクセス！
走行区間･出発日時を入力 3 到着目安時刻,

所要時間を確認！

スマホ･PCで確認が可能です。二次元バーコードコードまたは以下のURLよりアクセス！
(https://tohoku-traveltime.jp) 

社会実験実施機関：(株)長大 022-781-8628(担当:安倍･池田)
社会実験実施主体：東北地方整備局 道路部 道路計画第二課 022-225-2171(担当:吉田・伊藤)

地域道路経済戦略研究会
東北地方研究会

国土交通省 東北地方整備局 東日本高速道路株式会社 東北支社

降雪による遅れを考慮した
到着時刻･所要時間を表示

※運転中にスマートフォン等の画像を注視する行為は、
道路交通法で禁止されておりますので、絶対にお止めください。

これから雪が降る
予定だ･･･
いつもより時間が
掛かるのかな？
どのくらい
早く出発すれば
良いんだろう･･･

さらに、リアルタイム交通情報,
工事規制等も検索可能

24時間先までの検索が可能

令和6年12月1日（日）～令和7年2月28日（金）
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